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令和５年度 社会福祉法人村田町社会福祉協議会 事業報告概要 

■はじめに 

 「すべての人が健康で明るくいきいきと、住み慣れた地域で安心して生活できる福祉のま

ちづくり」という活動理念のもと、地域の方々や関係機関・福祉団体との協働により令和５

年度の事業を実施した。 

 少子高齢化が急速にすすみ、地域における人と人のつながりはコロナ感染症の影響から

住民活動の縮小など、地域での孤立の課題も生まれています。経済困窮等を背景に、これま

での公的な福祉サービスだけで十分な対応をすることが難しい複合的な課題を抱えている。 

 制度の狭間で支援を必要としている人たちの存在が地域の中でも認識され、このような

課題に対し、必要な支援を包括的に確保し、地域共生社会の実現をめざした総合的な支援策

の展開が求められる。 

 地域における深刻な生活課題や孤立等の問題解決に向けて、（仮）社会福祉法人連絡会を

発足し、支え合いの仕組みづくりについて進めていくにあたり、今後に向けて高齢者の生活

支援体制の構築に向けたサービスを展開ができるように推進しながら、住民が暮らす地域

に公的サービスでは対応できない、住民が参加できる支援するサービスへつながる活動を

進めています。 

 地域福祉活動を行うためには、「人」の力は欠かせません。 見守り活動も、福祉活動推進

員活動も、ボランティア活動も「人」で支えられています。人材不足や新たな活動者の発掘

の必要性、企業や団体との連携が求められています。地域に関心を持ち仕掛けを作ることや、

人と人、人と場を的確に結ぶ生活支援コーディネーターコーディネートの役割は人の育成

も求められ、高齢者がどんな状態になってもその人らしく、安心して暮らし続けられる地域

をつくることも求められます。 

「資源の開発」を目的とした通いの場などの社会資源の把握や活動拠点の確保など住民

とのつながりから地域課題解決に向けた新たなネットワークづくりも、参加している住民

の意識や行動力の違いにより地域差が出てます。身近な地域で外へ出るきっかけとして「場」

は重要な役割を果たしています。 地域への貢献、生きがいを求める「活動の場」、安心して

過ごせる「居心地の良い場」、 ちょっとした困りごとや相談や多くの人と交流できる「相談、

交流できる場」が必要不可欠です。 

変化や工夫がある中で、従来の「支える側」「支えられる側」を超える双方向の取り組み

（役割）づくりに向けて、「地域との協働」を推進し、住み慣れた地域で安心して自分らし

く暮らせる地域社会実現に向けて取り組んだ。 
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取組１ 社協の発展に向けた運営基盤の強化 

 組織運営体制の強化 

   改正社会福祉法に基づいた理事会及び評議員会の開催や情報開示を行い、事業運営 

  の透明性の向上に取り組んだ。 

（１）理事会 開催回数 ５回 

年 月 日 出席者数 概  要 

Ｒ５．４．２０ 

 

 

 

 

 

 

 

理事  １１名 

監事   １名 

顧問   １名 

参与   １名 

事務局  １名 

 

 

 

報告第１号 令和４年度下半期社会福祉法人村田町

社会福祉協議会会長及び常務理事の職

務執行状況について 

次の議案は、原案のとおりすべて可決された。 

議案第１号 社会福祉法人村田町社会福祉協議会参

与の選任について 

議案第２号 社会福祉法人村田町社会福祉協議会評

議員候補者の推薦について 

Ｒ５．６．６ 

 

 

 

理事  １１名 

監事   ２名 

参与   １名 

事務局  １名 

次の議案は、原案のとおりすべて可決された。 

議案第３号 社会福祉法人村田町社会福祉協議会表

彰者の選考について 

議案第４号 令和４年度社会福祉法人村田町社会福

祉協議会事業報告及び決算報告につい

て 

議案第５号 令和５年度社会福祉法人村田町社会福

祉協議会補正予算（第１次）について 

議案第６号 社会福祉法人村田町社会福祉協議会新

役員候補者の推薦について 

議案第７号 定時評議員会の招集について 

Ｒ５．６．２６ 

 

理事   １２名 

監事    １名 

参与    １名 

事務局   １名 

次の議案は、原案のとおりすべて可決された。 

議案第８号 社会福祉法人村田町社会福祉協議会会

長、副会長及び常務理事の選任につい

て 

議案第９号 社会福祉法人村田町社会福祉協議会顧

問及び参与の選任について 
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Ｒ５．１１．３０ 理事   １１名 

監事    １名 

参与    １名 

事務局   １名 

報告第２号 令和５年度上半期社会福祉法人村田町 

社会福祉協議会会長及び常務理事の職 

務執行状況について  

次の議案は、原案のとおりすべて可決された。 

議案第１０号 社会福祉法人村田町社会福祉協議会 

 職員給与等規程の一部改正について 

議案第１１号 社会福祉法人村田町社会福祉協議会

人事考課規程の制定について 

Ｒ６．３．７ 理事   １２名 

監事    ２名 

顧問    １名 

参与    １名 

事務局   １名 

 次の議案は、原案のとおりすべて可決された。 

議案第１２号 令和５年度社会福祉法人村田町社会 

福祉協議会会計補正予算（第２次） 

について 

議案第１３号 生活安定資金徴収不能欠損債権の処 

理について 

議案第１４号 令和６年度社会福祉法人村田町社会

福祉協議会事業計画（案）及び会計

予算（案）について 

議案第１５号 役員等賠償責任保険契約について 

議案第１６号 評議員会の招集について 

 

（２）評議員会 開催回数 ２回 

年 月 日 出席者数 概  要 

Ｒ５．６．２６ 

 

 

 

 

 

 

 

評議員  １９名 

監事    ２名 

参与    １名 

事務局   ２名 

 

 

報告第１号 社会福祉法人村田町社会福祉協議会表

彰者について 

次の議案は、原案のとおりすべて可決された。 

議案第１号 令和４年度社会福祉法人村田町社会福

祉協議会事業報告及び決算報告につい

て 

議案第２号 令和５年度社会福祉法人村田町社会福

祉協議会会計補正予算（第１次）につ

いて 

議案第３号 社会福祉法人村田町社会福祉協議会役

員の選任について 

Ｒ６．３．２５ 

 

評議員  ２３名 

監事    １名 

次の議案は、原案どおりすべて可決された。 

議案第４号 令和５年度社会福祉法人村田町社会福
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事務局   ２名 

 

 

祉協議会会計補正予算（第２次）につ

いて 

議案第５号 令和６年度社会福祉法人村田町社会福

祉協議会事業計画（案）及び会計予算

（案）について 

 

（３）監査会 開催回数 １回 

年 月 日 出席者 概  要 

Ｒ５．５．１８ 

監事   ２名 

会 長 ・ 事 務 局  

３名 

令和４年度社会福祉法人村田町社会福祉協議会事業

報告及び会計決算について監査を受け、承認された。 

 

（４）三役会 

年月日 出席者 概  要 

Ｒ５．４．４  
会長、副会長２名 

事務局長、次長 

・令和５年度４月分スケジュールについて 

・第１回理事会の開催について 

・職員面談の実施について 

・職員打合せについて 

・三役会の内容確認について 

４．２７ 
会長、副会長２名 

事務局長、次長 

・令和５年度５月分スケジュールについて 

・評議員選任・解任委員会開催について 

・監査会の開催について 

・第２回理事会の開催について 

・第１回評議員会の開催について 

・第３回理事会の開催について 

５．２５ 
会長、副会長２名 

事務局長、次長 

・令和５年度６月分スケジュールについて 

・第２回理事会の開催について 

・第１回評議員会の開催について 

・第３回理事会の開催について 

・令和５年度支部長会議の開催について 

６．２０ 
会長、副会長２名 

事務局長、次長 

・令和５年度７月分スケジュールについて 

・「第４４回健康ふくし祭ｉｎむらた」について 

７．２５ 
会長、副会長２名 

事務局長、次長 
・令和５年度８月分スケジュールについて 
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８．２４ 
会長、副会長２名 

事務局長、次長 

・令和５年度９月分スケジュールについて 

・社会福祉法人村田町社会福祉協議会会員会費の納

入状況について 

・一人暮らし高齢者の交流会の開催について 

９．２６ 
会長、副会長２名 

事務局長、次長 

・令和５年度１０月分スケジュールについて 

・第４４回「健康ふくし祭ｉｎむらた」について 

・一人暮らし高齢者の交流会の開催について 

・広報誌「スマイル」１０月号の発行について 

１０．３１ 
会長、副会長２名 

事務局長、次長 

・令和５年度１１月分スケジュールについて 

・第４回理事会の開催について 

１１．２１ 
会長、副会長２名 

事務局長 

・令和５年度１２月分スケジュールについて 

・第４回理事会の開催について 

１２．２６ 
会長、副会長２名 

事務局長、次長 

・令和５年度１月分スケジュールについて 

・令和６年度村田町への予算要望について 

・令和５年度第２回宮城県地域共生社会推進会議に 

ついて 

令和６．１．２５ 
会長、副会長２名 

事務局長、次長 
・令和５年度２月分スケジュールについて 

２．２９ 
会長、副会長２名 

事務局長、次長 

・令和５年度３月分スケジュールについて 

・第５回理事会の開催について 

・第２回評議員会の開催について 

・令和６年度事務局事務分担について 

３．２８ 
会長、副会長２名 

事務局長、次長 

・令和６年度４月分スケジュールについて 

・令和６年度事務局体制について 

・令和６年度第１回理事会の開催について 

 

（５）評議員選任・解任委員会 

年月日 出席者 概要 

Ｒ５．５．１１ 

選任・解任委員 

      ３名 

会長・事務局２名 

（１）社会福祉法人村田町社会福祉協議会評議員の 

選任について 

 

（６）社会福祉法人村田町社会福祉協議会規程の制定及び一部改正 

  ・社会福祉法人村田町社会福祉協議会職員給与等規程の一部改正 
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                              令和５年１１月３０日 

・社会福祉法人村田町社会福祉協議会人事考課規程の制定 

                     令和５年１１月３０日 

取組２ 地域における福祉活動の充実 

  支部長、民生委員・児童委員、福祉活動推進員との連携 

（１）社協会員の募集の会議 

   社会福祉協議会の様々な地域福祉活動に係る事業の貴重な財源となる会員会費等へ 

  の協力依頼や、悠々げんきクラブ事業推進協力のお願いのために開催した。 

 

年 月 日 出席者 内  容 

Ｒ５．６．１６ 
支部長２０名 

事務局 ３名 

・令和５年度会員会費について 

・村田町老人憩の家の使用について 

（２）令和５年度社協会員会費                   

加入会員数 特別会員 賛助会員 一般会員 合計金額 

２，７０６会員 

※減免を含む 
７ ２５ ２，６４６ ２，８６０，０００円 

 

（３）社会福祉協議会支部活動の推進 

   地域の様々な福祉関係団体と連携、協働して地域課題を解決していくための体制づ 

くりを支援するために、各支部において福祉活動推進員の研修会が開催された。 

年月日 支部名 場所 出席者 内容 

Ｒ５．６．１７ 本郷 遠刈田方面 

支部長 

福祉活動推進員１１名 

事務局 １名 

福祉活動推進員の地域に

おける役割について 

Ｒ５．１０．２９ 荒町 福島方面 
福祉活動推進員１２名 

事務局１名 

福祉活動推進員の地域に

おける役割について 

Ｒ５．１１．７  内町 福島方面 

支部長 

福祉活動推進員１３名 

事務局１名 

福祉活動推進員の地域に

おける役割について 
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年月日 支部名 場所 出席者 内容 

Ｒ５．１１．２６ 姥ケ懐 遠刈田方面 

支部長 

福祉活動推進員１２名 

事務局 １名 

福祉活動推進員の地域に

おける役割について 

Ｒ５．１２．８ 小泉西町 福島方面 

支部長 

福祉活動推進員７名 

事務局２名 

福祉活動推進員の地域に

おける役割について 

Ｒ６．３．１１ 本町 
大河原町方

面 

支部長 

福祉活動推進員１７名 

事務局 １名 

福祉活動推進員の地域に

おける役割について 

 

（４）広報活動の強化 

   広報誌「社協だよりスマイル」を本年度も引き続き発行し、記事の読みやすさや分 

かりやすさを重視した紙面作りを心掛けた。 

   また、ホームページでは日々の情報発信することで幅広く町民に向けて本会の活動

を周知することにより、地域福祉活動に対する関心を高め、「地域のつながり」を目

指すことを目的に情報発信を行った。 

 

① 社協だよりの発行（年４回） 

広報誌名 発行月日・主な掲載内容 

社協だより「スマイル」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№１２６ 令和５年４月１日 

【主な掲載内容】 

・村田町共同募金委員会よりお知らせ（令和４年度歳末たすけあ

い募金実績報告について） 

・令和４年度災害ボランティアセンター運営スタッフ体験研修 

・沼辺笑楽寿来厚生労働大臣表彰受賞のお知らせ  

歳末フードバンク御礼 

・ファーストブック絵本プレゼント 老人憩の家（室内ペタンク） 

 多重債務者相談窓口 

・令和５年度ボランティア活動保険・行事保険のご案内、寄付、
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生活相談所 

№１２７ 令和５年７月１日 

【主な掲載内容】 

・令和５年度赤い羽根共同募金助成決定通知書伝達式 

 村田町社会福祉協議会会員加入のお願い 

・令和５年度事業計画・予算 

・令和５年度村田町社会福祉協議会の主な実施事業 

・令和５年度村田町社会福祉協議会表彰 

・地域活動の様子 

・新人職員の紹介、寄付、生活相談所 

№１２８ 令和５年１０月１日 

【主な掲載内容】 

・新役員紹介・就任挨拶、第４４回健康ふくし祭りｉｎむらた開

催決定 

・村田町老人クラブ連合会活動の様子、沼辺笑楽寿来の活動の様 

 子、一人暮らし高齢者向け健康マージャン教室無料体験 

・村田町身体障害者福祉協会の活動の様子 

 第３１回宮城シニア美術展作品募集、２４時間テレビ募金活動 

・令和５年度村田町社会福祉協議会会員会費報告、ファーストブ 

ック絵本プレゼント 

・村田町共同募金委員会からのお知らせ、秋田市災害ボランティ 

アセンター支援職員派遣、寄付、生活相談所 

№１２９ 令和６年１月１日 

【主な掲載内容】 

・新年のご挨拶、一人暮らし高齢者の交流会 

・第４４回健康ふくし祭ｉｎむらた 

・令和５年度第６９回宮城県社会福祉大会受賞者、令和５年度共

同募金実績 

・第２７回宮城県シニアスポーツ大会、２０２３年全国老人クラ

ブ連合会活動賞受賞のお知らせ、ファーストブック、多世代交

流活動 

・宮城いきいき学園令和６年４月入学生募集、多重債務者相談窓

口、寄付、生活相談所 

 

（５）福祉団体等の支援 

   それぞれの使命を有して活動する福祉団体の事務局機能を担いながら、その活動を 
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とおして地域福祉に関わる課題を相互に共有し、事業推進が図られるよう支援を行っ 

た。 

   ① 村田町共同募金委員会 

   ② 村田町老人クラブ連合会 

   ③ 村田町身体障害者福祉協会 

   ④ 村田町母子寡婦福祉会 

   ⑤ 村田町ボランティア連絡協議会 

   ⑥ 村田町民生委員・児童委員協議会（助成金交付） 

福祉団体名 会議 研修会 事業 

村田町老人クラブ連合会 ６回 ２回 １２回 

村田町身体障害者福祉協会 ５回 ３回 ２回 

村田町母子寡婦福祉会 ６回 ２回 ２１回 

村田町ボランティア連絡協議会 ９回 ３回 １３回 

 

（６）（仮）社会福祉法人連絡会設立 

  高齢者の新たなサービスを開発するための今後の方向性に向けてスタートしました。 

社会福祉法人：社会福祉法人柏松苑 特別養護老人ホーム柏松苑 飯野隆敬施設長 

  社会福祉法人宮城福祉会老人保健施設あいやま 阿部芳博施設長 

  社会福祉法人宮城県障がい者福祉協会ふぼう 佐藤賢一施設長 

  社会福祉法人はらからふくし会びいんず夢楽多 遠藤正好施設長 

設立へむけての会議：令和５年７月１１日（火）・令和５年１０月１０日（火） 

場所：村田町多世代交流センター 

  第１回打合せ内容 

取り組めている事業 今後検討していく事業 

・悠々げんきクラブ事業への講師派遣 

・地域でのサロン活動への交通支援 

・移動販売の場所提供 

小学校福祉体験教室での講師派遣 

・地域における買い物支援事業 

・地域の見守りネットワークづくり 

・一人暮らし、二人暮らし高齢者のお風呂

支援事業 

・移動販売への協力 

第２回打合せ内容 

  ・地域住民が考えた「地域課題」について 

  （仮）社会福祉法人連絡会設立アンケートの検討について 
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（７）貸付相談事業の実施 

   相談内容に応じた各種資金の貸付申請を受け付けるとともに、様々な関係機関と連 

携を図り他制度の活用につなげた。 

 

① 貸付相談 

    相談件数２３件（生活安定資金１４件、生活福祉資金９件） 

   ②生活安定資金の貸付（無利子、連帯保証人１名） 

    生活困窮者に対し、小口の生活資金の貸付と必要な援助、指導により自立更生と生

活の安定を図った。 

原資 ５，６０５，０００円 

宮城県補助金 ２，７０２，０００円 

村田町補助金 ２，８５８，０００円 

寄附金 ４５，０００円 

   貸付状況                            （単位：円） 

 件数 貸付額 償還額 償還未済額 

令和５年度 

貸付 
０ ０ ０ ０ 

令和４年度 

以前貸付 
０ ０ ０ ０ 

   ③生活福祉資金の貸付事業 

    （宮城県社会福祉協議会から事務委託を受け、貸付の受付と手続きをする事業であ

る。） 

 経済的自立及び生活意欲の助長促進等を図ることを目的とする貸付事業である。 

対象世帯･･･低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯、生活保護受給世帯(貸付資金

種別１７の資金)等。 

    新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、休業等による収入の減少があり、緊

急かつ一時的な生計維持のための貸付を必要とする世帯。 

    相談件数（生活福祉資金９件）  

取組３ 地域福祉の充実強化 

（１）村田町老人憩の家指定管理事業 

   高齢者等を対象に、教養の向上、健康教室、悠々げんきクラブ、レクリエーショ 

ン等の場として有効に活用できるよう施設の管理運営に努めた。 

年 度 開館日数 利用団体数 延べ参加人数 
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令和５年度 １５４日 １５４団体  １，９９６人（男性５２８人 女性１，４６８人） 

令和４年度 １１５日 １１３団体 １，３７３人（男性３５７人 女性１，０１６人） 

増 減 ３９日 ４１団体 ６２３人（男性１７１人 女性４５２人） 

 

取組４ 補助及び受託事業 

１ 受託事業 

  町から事業の委託を受け、社会福祉協議会の受託事業として次の事業を実施した。 

（１）悠々げんきクラブ事業 

   高齢者等を対象に、心身機能の維持、社会参加と生活の活性化、閉じこもりや孤独 

  感の解消のため、生きがいづくり及び健康づくり（介護予防）をすることを目的とする。

２１支部ごとに、老人憩の家、地区公民館や集会所、ふれあいセンター等を利用して実

施した。内容として、講話、健康チェック、介護予防体操、レクリエーション、創作活

動、交流活動等を実施した。 

開催場所：老人憩の家、その他の集会所等 

年 度 実施回数 延べ参加人数 ボランティア数 

令和５年度 １０５回 １，３４２名 ２１名 

令和４年度 ７８回 ９６１名 ８１名 

増 減 ２７回 ３８１名 －６０名 

 

（２）老人等食事サービス事業 

   在宅の一人暮らし、二人暮らし老人等に対し、定期的に訪問して食事を提供すると 

  ともに、当該利用者の安否の確認も併せて実施した。 

   提供日：週３回（月・水・金曜日）の夕食分 

   提供業者：かまどや村田店 和風レストラン藤 レストラン城山 

 

年 度 提供日数 利用者延べ人数 提供延べ食数 

令和５年度 １５５日 ２９６人 ２，９２８食（男性１，２２６食 女性１，７０２食） 

令和４年度 １５７日 ２４０人 ２，２３０食（男性９０１食 女性１，３２９食） 
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増 減 －２日 ５６人   ６９８食（男性 ３２５食 女性 ３７３食） 

 

（３）生活支援体制整備事業 

   本事業は、高齢者一人ひとりができることを大切にしながら安心して暮らし続けら 

  れるために多様な主体が連携・協力する地域づくりを目指すもの。社協に配置された 

  生活支援コーディネーターが関係機関と連携し、①地域の多様な主体による重層的な 

  助け合い、②生活支援の仕組みづくりや様々な介護予防、③社会参加の機会の維持・ 

  発展に向けて取り組んだ。 

① 村田町生活支援体制整備協議会 （地域支え合い会議） 

日時 概要 

令和５年１０月３日 

・令和５年度上半期地域お助け隊利用状況について 

・令和５年度上半期活動報告について 

・「地域における見守り」について（グループワーク） 

１２月１５日 
・高齢者の「見守り」について考えてみよう 

・グループワーク 

令和６年３月１５日 

・村田町における「見守り活動」の取組みについて 

・生活支援サポーター（地域お助け隊）利用状況について 

・生活支援コーディネーター活動報告 

② 生活支援コーディネーター情報発信 

地域で見つけた人のつながりを「活動を始めたきっかけ」「活動をしていて楽しむ秘

訣」。様々な角度から地域住民のつながりにポイントに重点を置き、生活支援コーディ

ネーター情報誌を発行した。 

 

 ③ 生活支援サポーター事業 

   高齢者のちょっとした困りごとのお手伝いをするサポーター「地域お助け隊」。介護 

保険チェックリストにて、支援対象と認められる高齢者又は要支援１、２の認定を受 

けている高齢者がサービス対象。村田町地域包括支援センター職員によるチェックリ 

ストに該当した方が、サービスを受けられる対象。生活支援コーディネーターがマッ 

チングするのは、利用者と生活支援サポーター。サービス内容に応じて、サポーター 

を派遣する。 

  利用者：８名 生活サポーター９名活動中。月１回振り返り会実施。 

利用者 
生活支援 

サポーター 
掃除 買い物 合計 備考 
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８名 ９名活動 １６１件 ３６件 １９７件 利用者は週１回の利用 

・サポーター振り返り会 

 ・生活支援サポーターの先月の利用者状況とサービス内容確認 

 ・今月の生活支援サポーター活動内容確認と次月の日程調整 

№ 日時 内容 

１ ４月３日（月） 

・３０分サービスでできる内容の確認 

・新規利用者の情報共有 

・次月の利用者日程調整と確認 

２ ５月８日（月） 

・３０分サービスの見直し（掃除・買い物では３０分無

理） 

・チケット２枚活用に対するサポーターとの確認 

・次月の利用者日程調整と確認 

３ ６月１２日（月） 

・１名の利用者中止の連絡 

・利用者の状況変化の情報共有 

・次月の利用者日程調整と確認 

４ ７月４日（火） 

・２名の利用者中止の連絡 

・利用者の状況変化の情報共有 

・次月の利用者日程調整と確認 

５ ８月４日（金） 

・利用者の状況変化の情報共有 

・次月の利用者日程調整と確認 

６ ９月４日（月） 

・上半期のサポーター活動状況 

・中止していた利用者の再開の確認 

・利用者の状況変化の情報共有 

・次月の利用者日程調整と確認 

７ １０月２日（月） 
・利用者の状況変化の情報共有 

・次月の利用者日程調整と確認 

８ １１月２０日（月） 

・新規利用者の情報共有 

・１名の利用者中止の連絡 

・利用者の状況変化の情報共有 

・次月の利用者日程調整と確認 

９ １２月４日（月） 
・利用者の状況変化の情報共有 

・次月の利用者日程調整と確認 
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１０ １月１５日（月） 
・利用者の状況変化の情報共有 

・次月の利用者日程調整と確認 

１１ ２月５日（月） 
・利用者の状況変化の情報共有 

・次月の利用者日程調整と確認 

１２ ３月１１日（月） 
・利用者の状況変化の情報共有 

・次月の利用者日程調整と確認 

生活支援サポーター研修会 

 日時：令和６年１月２４日（水）午前１０時～午前１１時３０分 

 場所：村田町中央公民館 

 内容：「話の上手な聴き方、伝え方」 仙台青葉学院大学 佐藤和美氏 

 出席者：生活支援サポーター １１名 

 ※なお、研修会終了後、現在の生活支援サポーター活動状況について情報交換会を開催。 

  

  生活支援コーディネーターとして、新規利用者宅でのサービス内容確認、生活支援サポ

ーターと利用者をつなぐ役割を担い、生活支援サポーター活動中におじゃまして実際のサ

ービス内容の確認と利用者と生活支援サポーターとをつなぐ役割として活動しました。月

１回の生活支援サポーター振り返り会では、実際に利用者宅へ行っての苦労話や２名体制

で生活支援サポーターが入っているところでは、お互いのサービス内容確認、買い物等で時

間が超過した場合の対応等、様々な場面を想定しての振り返り会が行われました。 

 

（４）宮城県社会福祉協議会助成事業 

   県内の草の根的な地域福祉活動に関わるボランティア・市民活動の推進を図ること 

を目的として、宮城県社会福祉協議会より助成金１１万４千円が交付され、町内のボラ

ンティア１３団体への助成金の一部として有効活用した。 

 

取組５ 老人福祉活動事業 

（１）一人暮らし高齢者の交流会 

見守りネットワーク活動の一環として、一人暮らし高齢者を対象に民生委員・児童委員

の方々の協力のもと、相互の交流を深めながら孤独感の解消を図り、住み慣れた地域でい

きいきと暮らすことを目的として交流会を開催した。 

日時：令和５年１０月１７日（火）参加者 ２５名 民生委員・児童委員 ８名 

     令和５年１０月１８日（水）参加者 ２２名 民生委員・児童委員 ６名 
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  場所：パレス松洲 

 

（２）健康マージャン教室 

   健康マージャンは、ゲームとしての楽しみだけではなく、頭の体操や人と人とをつな

ぐコミュニケーションツールとして人生を生きいきと楽しむ様々な効果がある。お金

を賭けない・タバコを吸わないを前提に健康と生きがいを目的としたもので、頭と指先

が動くかぎり、仲間と生涯を通じて楽しめる。頭と指先を使い、仲間と会話することで

脳年齢が３歳若返ると言われており、認知症者に見受けられる症状のひとつである前

頭葉脳の萎縮をマージャンすることで防ぐ予防効果があるため開催した。新たな取り

組みとして一人暮らし高齢者を対象とした健康マージャン無料体験会を実施した。 

実施日：令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

実施曜日：火曜日・木曜日（午後１時３０～午後３時３０分） 

      第２、第４木曜日は午前９時３０分～午前１１時３０分） 

 

年度 実施日数 延べ参加人数 場所 

令和５年度 ９８日 ２，２８２人 
旧村田第三小学校 

体育館ランチルーム 

令和４年度 ９３日 ２，０４４人 
旧村田第三小学校 

体育館ランチルーム 

増減 ５日 ２３８人  

（３）一人暮らし高齢者の防火診断（消防署と民生委員・児童委員同行） 

   町内の一人暮らし高齢者宅の台所や風呂場等の防火診断を行った。 

日時：令和５年１１月１０日（金） 

   対象地区：小泉西町地区 

   対象世帯：９世帯 

   同行者：大河原消防署村田出張所２名、担当地区民生委員・児童委員１名 

       担当者１名 

日時：令和６年３月６日（水） 

   対象地区：足立東地区 

   対象世帯：４世帯 

   同行者：大河原消防署村田出張所２名、担当地区民生委員・児童委員１名 

       担当者１名 
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取組６ ボランティア活動の支援 

（１）ボランティア活動支援事業 

  ①ボランティア連絡協議会の運営 

   ボランティアのネットワーク化、ボランティア活動の情報の提供やボランティア保

険の受付などにより活動を支援した。また、各分野のボランティア活動の実施、担い手

となるボランティアの育成・養成に務めた。 

   ボランティア登録団体数…１３団体 （登録者 延べ２５７名） 

 ■登録ボランティア団体は、村田町老人憩の家で実施している悠々げんきクラブでの

芸能ボランティア活動、村田幼稚園、各小学校及び中学校でのボランティア活動、村田

児童学級、沼辺児童学級において、それぞれの分野でボランティア活動に取り組んだ。 

②ボランティア団体活動実績 

月 ボランティア団体名 内容 

４ 
沼辺笑楽寿来 

災害ボランティアの会 

・村田第二小学校「じゃがいも植え」 

・村田小学校「紅花植え」 

５ 

災害ボランティアの会 

 

沼辺笑楽寿来 

 

・村田幼稚園「さつまいも植え」（年長） 

・村田小学校「さつまいも植え」 

・村田第二小学校「田植え」 

・村田第二中学校「田植え」 

・村田幼稚園「さつまいも植え」（年中） 

・村田第二小学校「さつまいも植え」 

６ 沼辺笑楽寿来 ・村田第二小学校あすなろ学級「柏餅づくり」 

７ 
沼辺笑楽寿来 

災害ボランティアの会 

・村田第二小学校「七夕を祝う」 

・村田小学校「紅花摘み」 

８ 沼辺笑楽寿来 ・村田第二小学校「じゃがいも掘り」 

９ 

ボランティアむらた 

沼辺笑楽寿来 

 

・村田町多世代交流センター「除草作業」 

・村田第二中学校「稲刈り」 

・村田第二小学校５年生「稲刈り」 

１０ 

沼辺笑楽寿来 

 

 

災害ボランティアの会 

 

・村田第二小学校５年生「脱穀調整」 

・村田第二小学校１年生「さつまいも掘り」 

・村田幼稚園「さつまいも掘り」（年中） 

・村田幼稚園「さつまいも掘り」（年長） 

・村田幼稚園「焼き芋」 

・村田小学校「さつまいも掘り」 
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１２ ボランティアむらた ・村田児童学級へ「クリスマスプレゼント」 

１ 沼辺笑楽寿来 
・村田幼稚園「凧作り」（年中） 

・村田第二小学校１年生「もちつき体験」 

３ 災害ボランティアの会 ・村田幼稚園「じゃがいも植え」 

 

取組７ 福祉育成・援助活動事業 

  １ 第４４回健康ふくし祭ｉｎむらた 

   地域住民の方々が一堂に会し、福祉に対する認識と理解を深めて、地域ぐるみで支え

合う「住民総参加による健康・福祉のまちづくり」の実現を願って開催した。 

  日時 令和５年１１月１２日（日）午前９時～午前１２時 

  場所 旧村田第三小学校体育館  参加者：１０２名 

テーマ「つながる・つなげる 地域活動とこれから…」 

内容 オープニング「えずこアンサンブルギター」 

  講演会「つながる・つなげる 地域活動と、これから」 

  講師：ご近所クリエーター 酒井 保 氏 

  パネルディスカッション：小泉長寿仲良し会    佐藤アヤ子氏 

                          真壁 利典氏 

              足立東悠々げんきクラブ 佐山 健 氏 

                          真壁千代子氏 

              沼辺笑楽寿来      渡辺 安光氏 

                        渡辺けい子氏 

 第４４回健康ふくし祭ｉｎむらたは、「つながり」をテーマに、コロナ禍におけてス

トップした地域活動、これから来る２０２５年問題、健康で長生きしている人の暮らし

ぶりや地域で暮らし続けるための生活支援「地域づくり」について、広島県よりご近所

クリエーター酒井保氏を講師に招き、講演をいただいた。パネルディスカッションでは、

サロン活動や地域活動等で地域の人を集める工夫をしながら、事業を通じて見守りも

兼ねている３団体６名の代表の方々に活動の様子を紹介いただき、コロナ禍でも途切

れなかった活動についての工夫の素晴らしさや、これからの若い世代につなげていく

大切を教えていただいた。 

取組８ 児童・青少年育成事業 

 （１）留守家庭児童学級における体験学習、福祉関係講座 

     村田児童学級と沼辺児童学級において、年間予定表に掲げて様々な体験をする

機会を設け実施した。 
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日時 場所 内容 

Ｒ５．８．８ 沼辺児童館 
「震災講話」 

ちゃりーだ民泊ろばの 小山敦夫氏 

 １０．１１ 
沼辺児童館 

（村田町中央公民館） 

茶道体験 

佐久間美智子氏 

Ｒ６．２．２８ 沼辺児童館 
手話体験 

むらた手話サークル 

Ｒ５．８．１０ 村田児童館 
「震災講話」 

ちゃりーだ民泊ろばの 小山敦夫氏 

  １１．１３ 
村田児童館 

（村田町中央公民館） 

茶道体験 

佐久間美智子氏 

Ｒ６．２．１４ 村田児童館 
手話体験 

むらた手話サークル 

取組９ 母子・父子福祉活動 

 （１）１歳児への絵本贈呈 

    “生まれてきてくれてありがとう”初めて出会う絵本の中の一冊に加えてもらおう

と町の１歳お誕生日相談時に合わせて「ファーストブックプレゼント」事業を実施し

た。絵本の読み聞かせをしてから１歳児に絵本をプレゼントした。 

 

取組１０多世代交流活動 

   村田町多世代交流センターを利用する子育て世代から高齢者世代までが世代間の交 

  流活動を通して一緒に活動したり話をしたりすることで交流を深め世代を超えたお付 

き合い活動として支援すべく実施した。（子育て支援センターとのコラボ企画） 

日時 場所 内容 

R５．５．２５ 多世代交流センター大会議室 味噌づくり体験 

Ｒ５．１２．１２ 多世代交流センター大会議室 クリスマススワッグ作り 
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取組１１ 生活相談所事業 

  町民の心配ごとや生活上の問題等の相談に応じ、問題解決に努めた。 

（１）開設日 毎週水曜日／場所 村田町多世代交流センター 

（２）年間開設日数 ４９日／相談件数６件 

（３）相談員数 ６名 

（４）相談実績件数 

   生計に関する相談 １件  苦情に関する相談 ０件 

   生業に関する相談 ５件   

   ※相談に来所する方々は、継続しての相談が多い。宮城県南部自立相談支援センタ 

ー等関係機関との連携を行い相談解決に努めている。 

 

取組１２ 福祉有償運送事業 

  在宅において自分で移動することが困難な高齢者等が対象で、車いす用リフト付移送 

 車を利用することで、通院や入退院等日常生活の利便性を高めることに努めた。 

 （運転業務委託先…福祉有償運転ボランティア） 

 ・利用状況 延べ０件（令和４年度１件）登録人員６名（令和４年度延べ６名） 

 

取組１３ 社協会員等弔電 

 ・社協会員が死亡した際に、２２件（令和４年度３４件）の弔電を送った。 
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事業報告の附属明細書 

 

 

令和５年度事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の附属明細書は

作成していない。 

 

社会福祉法人村田町社会福祉協議会 

 


